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 冬季における労働災害で、墜落・転落・重機事故が多く、特に重機使用時の、路肩

からの転落や、路面凍結を原因とするスリップ事故などが挙げられています。 

これらの労働災害の危険を知り、防止対策のポイントを参考にして、労働災害防止活

動を展開しましょう。 

 

 

交通労働災害防止対策 

1. スピードは控えめにする。 

2. 目的地へは、余裕をもって出発する。 

3. 車間距離は、夏の倍以上とする。 

4. 交通点へは、減速して近づく。 

5. 交差点・家並みが続く所は、人の飛

び出す危険地帯。減速し、注意する。 

6. 冬タイヤの装着をする。 

7. 交通 KY活動を実施する。 

8.デイ・ライト（昼間点灯）を実施する。 

 重機による労働災害防止対策 

1. 重機等の作業区域内の立入禁止の処

置を行う。 

2. 誘導者の配置。 

1. 路肩の崩壊防止、地盤の不同沈下の

確認をし、ポールを設置する。 

2. 誘導員の配置。 

3. 雪崩のおそれのある時は作業中止。 

☆初めに受け口を作る高さを決める方法☆ 

①②③と付けておくと分かりやすい！ 

 

 

☆かかり木処理にはフェリングレバー☆ 

テコの原理で木を回転させる！ 

  

 ☆安全で確実な「追い口伐り」☆ 

追い口を二段階で入れること！ 

 

 

 

山師として、自然を仕

事とし、環境保全を行

う作業員に感謝！胸を

張って作業しよう！ 

We are Foresters☆ 

1. 気象注意報、気象警報に注意して、悪天候の作業を禁止する。 

2 .防寒具の着用により、身体の動きが鈍くなるので、作業手順・方法を決める。 

3. 冬季の安全対策を盛り込んだ安全衛生管理の打合せをする。 

4. 作業開始前に、KY活動の実施をする。 

5. 災害事例を取り入れた安全教育を実施し、危険感受性を高める。 

6. 長時間労働を避ける。適正な労働時間管理をする。 

7. 緊急連絡体制を整える。 


